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Abstract:-Fl'om August to October, 1087, observations ofもhevertical inぬneityof the 
・earth’em略netlemwere伺.rriedout by Ad. Schmidt's Feld・Wnge at 146 stations Inぬenorぬ・
eas句m par色ofもbeKwanto plane, including all overぬelbnragi and a part of到ba,Toもlgi
and Saitama prefectures. The低ぬntof仙ispart泊 about7600 square kilomet.res. In addition 
tο也、加rvoy.we ob総rved也esame e。mponentbyもhosame f凶 trumentat 156前atio田 in
th白Kakiokabusin, which exぬndedto about 147珂uarekilometr制．つrbelatter observation 
was intended to invest.igaもeany relatio回 betweenthe dlsLribution ol the vertical泊tensity
and geological structure of出isdistrict. 

.§1.締官

日本金聞にわたる地球磁無測量は撒同行はれてゐるが，とれa撃は専ら一般の磁場を出すのを目的

として観測酷の歎も少し叉局地的異常の少い所のみを選んでゐる．叉局地的異常のるる場所の観

測も血々に於いて行はれてゐるが，一般の磁場及び局地的典常の雨方tc就いての観測，及び論及を

1毒された者は極めて少敵である．

筆者が昭和 12年8月より 10月にわたって観測した茨城臓の地球革協羽目孟は日本に於ける細密

なる磁無測量：を目的として始めた観測の乎はじめであるから，未だ不充分の闘は多々ある．叉垂直

分力のみを観測して，水平分力及び偏角の観測を鴛さたかった需に理論的考察いすに出来す写，唯

茨城幌の地球磁無謹直分力は斯くの如き分布献態を呈してゐるといふ事のみを報告するにすぎ友

ν、．

附主張として，茨城臓の一部柿岡盆地について更に細執：1J:.観測を行って見たとれば来按臓の硯測

を露す前 6月から 8月までに叡測したものでるる． ζの観測によって，地質，地形の影響による

霊芭分力の艶佑される様子の一部を鯛べて見九

以上二つの根測より地球表面に於ける地球磁場の観雑性の一端を知る事が出来ると，恩ふ・

§2.隈部j器根

隈測に周ひた器械はAdolfSchmidtが考案して Askanio.で治った霊直分カ用Loco.lvariome官官

である・その構遣は色々の智容に詳しく出てゐるからと Lには省略す．

器繊呑蹴は No.92973である．
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今垂直分力の微小費佑を dz，それに相官する関盛の霞みを d”とすると， asは d”に比例する

から S を比例恒撤とすると，

ds=S ・d” 
である.8が所間寸法値である．

今磁針を磁宗子午線の方向に置くと， Sには水平分力 Eが関係して来て， E の如何によって

寸法値が異って来る．故に普通は勝十を磁来子牛融から東及び西に 90。廻して顧みを取る様にし

てゐる．

さて，此の寸法値 S を定め怠ければ怠ら友い・その震に柿岡で絶封碗測に用ひてゐる捧磁石を

用ひたとの棒磁石の温度に依る磁無能率の費佑が＇ 1936 ＆手1月から 1937年 6月迄の柿岡に於

ける絶封硯測でグラフに書き込んであるから，とのグラフからるる定った温度に於ける磁無能率の

備を頭み取っておき，失の式で任意の温度に於ける磁無能率を求める事が出来る．

M,=M，，。{lーα（t一言。）J－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（1)

設に tは任意の温度，らはある定った温度で，筆者は2o・cを用ひた．αは磁無能率の温度係数

で，グラヲより求めた結果 α＝0・000433を得九叉 M21JOOはグラブより Mm句＝755・56c g.s.を得

た.(1）式を用仏て，寸法値を決定する時の温度に封する棒磁石の磁無能率を求めた．

今棒磁石を磁針の中心の直下に磁針に垂直に置く．棒磁石の磁無能率を且f，持磁石の中心から磁

針の中心までの距離を T とすると，棒磁石がE齢十に及ぽす力は衣の式で奥へられる．

2Mf. 1 8 1 
F=-j·l＋η（研一3d18）＋一一（Sd~－40仰向15dr.＇）＋・ ・－・ ｜
I ' 128〆 l

拾に d及びぬは夫々棒磁石及び磁針の極距離でるる・而して T》d，ふたる故に，

F~亨2M一戸

で~る・棒磁石の N一極をょに向けた時五ひ:rte向けた時の目盛の説みを夫々匁均向とすれば，

(n，.一向）は留’たるカで動く事になる．故に寸諮値 S lは

S一一三笠一ー

が（flu一”。
で奥へられる．斯くして求めた寸法値は

8=344γ 

を得た－

gたに磁針の磁無能率が温度によって艶る講に，磁力が同じでも，反射｛換が目盛の上に於ける位置

は温度によって異って来る．之は費測する設備がえtいから衣の様にして大館の値を求めて見た．即
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ち観測中，磁針の温度が最高の日と最低の日との基地踏に於ける顧み取りに，線、べての補正を奥へ，

とのこつの値の差を最高，最低の温度差で割って求めて見た．然る時，検定置にある値と同値を得

た．即ち目盛にして温度一度の上昇について O羽小さくたるといふ結果を得た

次に，水準により額み取りが典る故K，基準踏に於いて水離と目盛の鼠みとの闘係を求め，グラ

ヲに書き込んだのが第1固でおるぐ温度 23℃の時の閥係である〉．

同闘で，賀線は磁針の N－極を西に向けた時，鮪線は N－極を束に向付た時の関係である．

§3.観 測 方法

Local va-riometerの観測は或る基準舗に劃する他の地踏の相罰的値を出すのが目的である．故

に観測をはじめる時には，先づ基硝踏に於いて讃み取りをなし，何個所かの観測を終へた時には再

び基準監に館って韻み取りを．す

るのでるる．

各観測舗に於ける髄み取り 叫

は 2セヲト行ひ， 1セットに最
。ト三

初 Nー極を西K，ヨえに東に向け

て，各々に於いて三岡づL瞭み -1 

を取る様にした．

S弘更 正

~ 1 岡

借て，斯くして髄み取った値は先づ0・13といふ温度係教によってー魁且度〈筆者は一組直度を

観測中の各自の温度の平均をとり， 23℃とした．〉の時の値に引き直す．

次に第 1固によって，一定の71<唱の時のf直に引き直す・

斯くして得られた他に寸法他を掛けたものは未だ磁力日鎚佑の影響を合んでゐる鴻，とれを引き

去らたければ友ら友い・日現化が観測値圏全慢に於いて阿ーなるものと見倣して，基単踏の日鑓化

を用ひて計算し，韮単踏でのある定った値に引き芭す．

今基準監K於ける観測前ら及硯郷後 tf 在る時：~1Jの観測値を夫々 z, "Jl s，’とすれば，
Zd’＝z,-1111 

は翻測前後の日愛佑による差異と汲る．但し器械が全く正融たものとする．

今ら友る時刻に p 去る献での槻測値を~~とすると基単儲からの偏差は

llJ)ー（e,・-.ea)= 11，，ー（s,'+za’－＆c1} 
でるる．拾に JJaはら注る時刻に於ける .e,．からめ日鑓4むによる偏差である．

上述の如く考へると，基噂舶の健として或る特定の値を任意の日の値にとれその値からの差が
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{z.五一（z,-z,,)Jであるとしてよい．との特定の値として 1937年に於ける 1月から 7月迄の・平均値

34830γ をとった．

ヨたに，若し器椀が全く正措たものたらぽ， e,=z•’＋aa’とたらなければならない．然し，質際に於

いてはとの等式は成立せ歩，普通 z，ー（z,'+z,i'J=dと友る．との d を各視測騎の観測値にふり嘗

てる様にした．斯くして得られた値がEの位のE確さを持っかといふ事は一つの問題である．基準

舗では何回も重複した観測があるから，とれに依って一同の観測の確率誤差を算出する事が出来る．

dを基準鈷に於けるこ度の観測値の差とすると，最小自乗法の理論によって，侭佃の斯様主主観測値

の差から一同の観測の確芸評誤差 p を出す式は

でるる．との式によって計算の結果

なる値が得られた．

§ 6. 茨接関ζ治ける観~臓呆

p ＝土O仰 5]/1担v 2何

p＝土9・92γ

基準鈷として柿岡地磁無観測所の新結封観測量の附近のあるー側所をとった．

柿岡に於ける垂直分カの特定の値 34S30γι 第 1表第 2列に列曝した所の柿岡からの相異の

値を加へ，とれを質調lJ値として同表第 3~ljtc列車した．との値を地固に記入して等磁力線を重い

たものが第 2闘である．備，同闘で質線は等垂直磁力議で，前に述ペアヒ質測f直から盤いたもので

あり，とれは正規磁場と偏怖磁場との和である．同聞に於いて鮪線は正規磁場を表はす．ζの正規

磁場はヨたに示す計算によって求めた11).

最近の全国磁無測量は 1932年から 1933年に水路部の乎で行はれたものがaうるから，その報告
に従ふと， 1933・0年tc於ける伏判と水平分カは弐の式で奥へられる．

θ』知心＝34。4’・9+88’・6lA9ロー3’・OSAλー0’・768A<pl1-0’・2356Acp・ムλ＋o’・1330ムY

E』臨.o=32147Y-173Y.70 Acp-190Y・74AA-6Y-755 Acp2+ 7Y・921Acp・Aλ－IY・656Aλ
設にちp，λは夫々緯度，程度にして

Acp＝ちp-25・A）い＝λ－145・
で，共に度て替をはしたものでるる．

此の式を用ひて 1933・0・年の伏角と水平分力の値を第 2表に於ける第 2列，第 3~月jの緯度，経

度について計算し，夫々同表第 4列第 5列に列悲しである．との値から一般の三角公式を用0..て

1933・0年に於ける垂直分力の値を出し，同表第 6列に列事す．

s=HtanO 
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而して，第l衰の質調値と比較する震に 19374＆！手の値に引き芭さたければ友ら友い.1933・0年

から 19374＆手迄に垂直分力の他ば 66γ だけ増加してゐる．とれをm2変節 6列の各飽に加へ

同表第7~月tltc:~月j曝す．とれを地固に配入して等磁力線を壷いたものが第 2 聞に艶線で示した正規

磁場である．

ヨえに，価情磁場を第3固に出して見たとれは各観測踏の賞'iJIQ値から計算他を差し引き，地固

に肥入し，艶4むされた磁力についての帯磁力線を重いたものである．各観測貼の計算他は第 2聞

から挿入法によって求め，第1表第4列に列暴してある．各観測踏の備怖された値は第 1表第

5例に列噂してある．

質E 2 悶

同国 A
F
 

J’ 

_. 

rlf' 

,., 
帥軸同副

－・・ 晶
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官事 1 

~ 

食醐計算位 i IN・ ~ 

No. 手権 'f 2存・L 食測値
産事 霊E害
室主 ~ I 

+57~ 854~ 85521 -124 60 - a~ 3479r l 
2 ＋国S 3日Sδ 85510 -175 61 + 81 34部1
3 +447 35277 お478 ー却1 52 + 88 34段)8
4 +449 85279 85415 -136 liS + 65 84895 
5 +848 8!>173 85285 -112 54 + 12 34842 
6 +486 85:!:66 85242 + !?4 55 -81)6 84484 
7 +s邸 85215 85371 -156 56 』 447 84388 
8 +449 81>279 総括O -71 57 ー847 34488 
9 ＋部1 85181 85326 -145 58 -881 34449 
10 +414 85244 8月213 + 31 59 -422 84408 
11 +828 81>158 85191 - SS 。。 -44,5 843P.5 
12 +295 85125 85191 一旬 61 -510 84.'l20 
JS +147 84977 35lJO -18!l 62 -481 84114!1 
14 一船 84762 抱卵0 ー盟8 ω -579 84251 
15 + t-8 84918 350佃 -91 64 -559 84宮71
16 + 10 加840 担'142 -1句 65 -122 84708 
17 - 88 84792 848槌 一⑤6 66 』 157 34678 
18 - 79 鈍751 84799 一錦 67 -272 84558 
19 -188 84647 ll4i19 - 12 68 -295 845~防
20 -256 84&74 84651 -77 69 -845 84485 
21 -SS 84797 84962 -1邸 70 + 42 84872 
22 -111 担719 34910 -191 7l +128 84958 
23 -46 34784 3必41 -57 72 +182 35012 
24 ー17i 34658 84757 -104 73 +240 85070 
25 一泊2 34628 $生696 一伺 74 + 91 84921 
26 -291 84i589 84624 ー邸 75 +IM 34984 
27 -147 84688 848回 -208 76 -28 a4802 
28 -234 84.596 鈍7邸 -If.9 77 - 1 848却
却 一切4 34626 ~泌5 -59 78 -!!8 f.4807 
so ー回7 担498 346SO -・137 79 -122 鈍708
81 -184 84646 純白5 一I剖 80 -94 84786 
82 -121 鈍709 34774 - 65 81 -173 84657 
期 - 94 担786 84胞4 -146 82 +123 3495.'l 
84 - 92 84788 84906 -168 部 +264 S5印4
85 - 93 M7S7 34924 -187 84 +2.~6 :15000 
86 - so M800 84978 -173 8.'l +810 節140
87 一 77 84758 84922 -169 86 +889 85169 
SS 一 1a 鈍7拍 鈍S却 -122 87 十時9 35.'l関
so -136 lH604 84854 -IGO 88 ＋却。 お290
40 -ll9 34711 34邸5 -124 89 + 18 3~84.8 
41 -1581 34672 S必41 -169 。。 +141 鈍，971
42 -208 I !/4622 34811 -189 9l +102 84932 
48 -・179 846.51 鈍866 -215 92 + 65 34895 
44 - 79 担751 848招 -11留 98 +194 お024
45 -1槌 担制宮 84792 -150 94 +288 S加08
46 -57 担778 34742 ＋匁1 {)5 +270 85100 
47 -194 S掛86 84712 - 76 96 +211 85041 
48 -198 鈍回2 84国5 -58 97 -283 部547
49 -65 347邸 887€4 + l OS -178 S必52

楽焼事事に於ける硯測騎は第 8聞に示す・

§6.考 察

5長

器店
~ 

計算他 No. ？事担量8
指E

γ 
34962 -11I 90 -27~ 
S回25 -1但 100 -'ffl 
叙到。184 -166 101 -802 
85092 -197 102 -213 
84996 -154 108 一却S
84578 -144 104 -224 
84540 -168 105 -266 
日4566 -8S 106 -811 
34560 -111 107 -847 
34.'i31 -128 108 -272 
34502 -Il7 】09 + 4 
845似 -184 110 + 44 
84460 -111 111 +145 
S必182 -81 112 + 99 
84379 -1凶 113 + 7 
84825 -117 114 + 15 
84781 -1曲 115 + 36 
34679 -121 116 -36 
8464.'l -108 117 -169 
34611 -126 118 +227 
85090 -218 119 ＋部7
初142 -J84 120 +s句
35120 -108 121 +447 
85172 -102 122 +411 
85069 -148 123 +466 
お081 -97 124 +512 
34990 ”・I槌 125 +645 
$49却 -91 126 +4邸
例都8 -69 127 +821 
斜805 日 ！）7 128 ＋灯。
84776 -40 129 -361 
84719 -62 130 -522 
85140 -187 JSI -607 
85281 -187 182 -691 
S月317 -251 ]33 -640 
851:10 -270 184 -610 
85494 -825 185 -545 
85565 -176 136 －~印
鈎608 -318 137 -382 
3505~ -204 1部 -498 
間188 一167 189 -412 
8SI70 -288 140 一部7
$5140 -!M5 141 -219 
ll5184 -1印 142 -95 
お伺4 -186 148 -8！』
Sli217 -117 144 - 12 
総271 -280 145 +128 
84765 -218 146 +284 
34763 -111 

63 

1聖測他計算催
皇自

U邸~ $47$ 
y 

-177 
8455:J ．%伺6 -188 
346均 34626 -98 
84617 純644- 27 
84627 84670 -48 
84凶8 84660 -54 
841『64 担倒8 -84 
84519 84615 - 96 
s“邸 M6I9 -136 
S必5834700 -142 
84884 !15086 -202 
84874 お似9 －］邸
84975 84989 - 14 
84929 85伺8 -169 
848.'l.7 1延)102-21邸
鈎組δ 84959 -IJ4 
8486~ 84967 -101 
8479唾 S4898 -104 
M6n1 84828 -167 
8-5057 85270 -222 
85087 85875 -288 
85198 85492 -294 
85277 85554 -277 
8写241 部540一－~99
85296 S5伺9 -813 
箔842 3弱24-282 
3547fi 総!i85-no 
35295 お587 -2!抱
851&1 S巧832 -181 
35却。 製込79-279 
84469 84566 -97 
84鈎8 84479 -171 
S必28 34890 -167 
84189 84802 -1回
84190 84SS5 -145 
84220 加4.% -215 
S飽87 3“81 自 194
8437() 84585 -165 
s“48 84594 -146 
84332 S4号64-232 
8441:8 担5伺 -178 
3457:8 84667 - 94 
34611 84705 - 94 
8478.5 84698 + 87 
84741 34831 -90 
84818 84901 -83 
84958 84978 -20 
85114 S50S2 + 82 

ー一 一

顧測結果の全貌は第2回，第3囲tc出て居る．第2・囲は観測したそのま Lのものを書き込んだ

ものでるるい第 3聞は偏怖磁場を示すものである・伺侍された債は＋soγ から－330γ 位で
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官事 2 事長

No. rp 3、 Bui:息。 E雌帥 Z1知心 Z11聞 4

何・回’ 141・ 00’ 
， 
2創裕8y SMo4 S出品8y 1 5¥ 』 11・3

2 86 50 140 45 50 18也 鎗529 85401 S店46
s 86 50 140 so 50 14•8 2鉛剖 85525 お袋M)
4生 86 110 140 16 回 16•6 29570 鈍588 S成泌S
5 36 50 140 00 同 JS・4 却591 卸価i 35706 
6 86 40 1却 45 50 01・6 到応部 SS滋)5 おおO
7 ll6 40 140 80 50 03・4 29809 85359 時414
8 116 40 140 15 50 05・1 20690 85419 部474
。 !16 40 140 00 60 06・9 20筋。 85470 前634
10 sa no 140 45 49 49・4 2oaso 35114 85169 
11 36 so 140 BO 49 51・1 20671 35175 85280 
]2 sa no 140 16 49 52:9 29692 85289 3529生
1s 86 80 140 00 49 54・6 21>718 35：袋rT 結342
14 81$ 却 140 45 49 sn  29711 85282 85287 
15 36 20 140 30 49 総・8 29788 34992 節句7
16 :l6 20 1剖 15 49 40'6 29754 お側副B 85111 
J7 86 20 140 00 49 42・3 29776 85117 86172 
18 36 20 189 46 49 44・1 29790 35178 86238 
10 so 20 139 BO 40 4511 却817 85241 86却8
20 80 10 1・却 45 •19 25・5 29769 347鴎 84818 
21 S6 10 140 so 49 27'2 29791 34822 84釘7
虫 sis 10 140 16 49 却'O 忽副812 俗説Ml 84941 
23 86 10 140 00 49 807 気賂S4 34悦4 849伺
24 S6 10 1卸 45 49 82-l> 2鋭踏 部008 S政泌S
25 !l6 10 189 so 49 34-S 援渇76 85旬。 8612-t 
26 S6 ()() 140 45 49 181? 宮製詑9 34581 S4邸6
27 S6 00 140 so 40 1411 笈潟52 純⑥品S S4伺8
28 M 00 140 15 49 10・6 2従r74 担卸8 84758 
29 紛∞ 140 00 49 18・4 笈抱96 鈍7伺 8~821 
:10 36 ()() 189 45 49 20・1 2鈎17 848臼 24909 
81 86 ()() 189 so 40 2111 続殉89 S4錦8 S4倒S
82 86 玖｝ 141 00 48 69・1 怨路60 S4S83 848槌
SS 35 鈎 140 45 49 00-S 震泌s.~ 34892 84447 
S4 85 50 140 so 49偲・5 29905 $“54 846倒
SG 8fj 50 140 15 49 04'2 却928 34518 34568 
86 85 50 140 00 49 06。 2旬50 34574 s.t6却
87 SG 50 189 45 49. 07マ 鈎972 34080 :l4691 
88 85 40 141 00 48 47・4 20回3 34169 8~224 
89 85 40 140 45 48 49’1 鈎例。 ~湖 842邸
40 85 40 140 so 48 50・8 29969 34201 84鈍6

るるから，茨蛾臓は垂直磁力典常の小さい所であるといふ事が云はれる．

先づ，第 2固について部分的に考察して見ゃう．

(a) J 140・m’E,36°45’Nの附近．即ち大子の西方に大をあ見常地域がある・との異常は，大子附
近より西方に行くに従って，その値が大きくたって居る．現副担占の政治t少い震に果してとの

様~磁場を形成するか否かは判らないが，兎に角傾度の大きた且つ周囲より大きい値をもっ

磁場を形成する事は明かである．

との典常は那須火山の膨響であらう．

那須火山についての絵図書隆士， d、藤博士の地質研究報文t”によれば，那須火山の西方は

帝掃山眠の需に裾野の夜建が悪いが東方及び南東方には良〈雄大な裾野が展開して居る．市



~·滋航及rF締問盆地に於ける地主主磁叙鐙抵分カの分布に放いて二 卸

官事 8 間

1~(100’ WflS' 14~30・ ／~0事5’ 14/'00・

3f,'50' 

36°4ぴ

大

/J，~＇ ＿＼~柊《~J事 ｜乎
洋

36γ'O' 

36・00’

して， ζれが大子附近に迄及んでゐるとある．とれによるととの附近の異常は那須火山より

流出した熔岩流が凝結し， 地球磁場の感臆によって斯かLる大きた異常地域を形成するもの

と思はれる．

叉中央集象選抜師畠山久倫氏が昭和4年に那須火山の磁朱測量を1毒された時θ報告仰に依

れぽ，那須火山に於いては山頂に行くに従って大値正の大きた値（とれは儒侍された他であ

る．〉を持っとある．との観測報告は今回筆者の露した視測の一部を裏書きしてゐると思ふ・



伺 ~減綴及び精肉盆地IC於ける勉謙磁紙雪量砥分力の分布に就いて

(b）大棒と助川との間（140・~O'E, 86屯O’N附近〉にある異常地域はとの附近の決坑の影響かと

考へられるが，観測監の数が少い震にはっきりした事は云ひ難い．今少し観測蹴を多くし叉

山地の方も硯測したければ茨坑の影響か叉は他の何等かの影響かはわからたい．

(c} 14.0°38’E, 36"20’N附近に大き11異常地域がある．とれは目立鱗山及びその甫方にるる鱗山
等の彰響かも知れない．日主鎖山は銅山ではあるが，鏑石中には相官多量の俄鏑が含有され

てゐるからその影響でと Lに異常を形成するのであらう．然し，目立では終日能夜相嘗電力

の大きた鍬山用電車が往復して居る矯に十分たる観測が出来すち倣か三，四ケ所の観測結を

利用して岡の様た帯磁力線を引いたものであるから，此の附近に就いては充分の織輸は出来

たい．

叉との附近C甑測麟は，電車から約 2km.mった所に選んだDであるが，とれ痔の観測酷

では磁針か宙論し，その接幅は目盛にして 0・1位であった．故にとの附近の値には電車の影

響が＋分に入ってゐるから，との異常が目立鍍山の影響であると断定する事は出来たい．

(d）那珂川の中流，瓜連附近（140"25’E,36°30’N附近）tc異常がある．とれは何に原因するか
はっきりしたい．恐らく周囲とは臭った地質が基うるか叉は岩盤か耀起してゐる震かも知れ友

い．俄みに正規磁場 352却に常ふ断面を取って見ると第 4闘の如くなる．

第4闘で垂直分力の断面中 B の都分は（c）で遮ペた異常地域に営~＇ Aの部分が今考

へてゐる異常地域である．若し同質の岩盤たらぽ，岩盤は第4聞の鮪線で示す様11形にな

ら怠ければたらない＜•＞.但し，岩盤上の堆積物質は異常形成には関係したいものとす．叉周

官事 4 間

1' 

:::: :SS400 

パ＼~6300 
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Vertical field 

:S5100 

35000 



茨披綴Jl.ぴ布告関盆勉It:於ける地球磁鎮M§itt分力の分布に車E也、セ 餌

固と異った物質がるるたらぽ，その異物質の透磁寧は周囲の岩盤より大きいもので怠ければ

たらない〈第盟国債〉参照〉．

{e）星川附近の霊車分力の分布は帯磁力線が昆Jlltt:精ふてゐる．郎ち正規磁場と殆んど直角主主等

磁力線を形成し，異常の甚だしい所でるる・久慈川と星川との聞に山地の聾湖麟がたい震，

との間の分布が如何様になるかは判らないけれどち，久慈Ill，星川に市ふてゐる五，六ケ所

の硯測舗の値から等磁力線を引くと第2間に示してある様になる．今第2固に於ける AB

線に活ふ断面を考へると，第5園の如くたる．周囲の（a）は質測のま Lの磁場の断面固で

あり，（b）は質測値から正規の値を引き去ったもの，部ち費佑を受けた磁場で，第3固に就い

て第2聞の ABtt:嘗る部分の断面固である.(c）は地貨の断面固で，東京地質事協合蛮行

の地質断面固による．

第5固によると，閃蜜花尚岩（HornblendeBiotite Gra副知｝卸ちとの附誕の岩盤の最低

の位置に営る附近の垂直分力が極小にたってゐる． 一方岩盤による影響を計都より出して見

ると，第6聞に示す様た形の岩盤上の垂直分カは同固に示す垂直分力の如くたるω．

とれによるtと，第5園の場合と金〈同ーとたわ理論と質際の一致する所で興味深い事で

官事 5 周
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68 災披綜及び柿間余地に於ける地球磁銀器底分カの分布に就いて

ある．

(f）正規磁場 35200附近より 34800附近に致る間は， i回沼の西方及び霞ヶ浦北浦の北方に小さ

主主異常がるるのみで，他は大値正規磁場に平行である．而して，柿問附近はその傾度の最小

の位置に嘗ってゐる．

(g｝茨按鯨の西端，古河附近（139・~o’ E, 36。05’N附近〉に大きな異常がある．とれは， ζの附

近の西方を電車が遁ってゐる鴬に起ったものでるらう．との附近の観測でも，矢張れ磁針の

掻動がはげしし観測貼の選定に囲難を感じた．信額すべきものではたい．

(h）霞ヶ浦西浦の西方に隣接して大きた異常地域が見られる．叉牛久沼附近にも大きた異常地域

が見られる．而して前者は周囲よりも小さし後者は周囲より大きた値をもってゐる・とれ

等は岩盤の起伏のみの影響で起るものとは考へられたい．何故ならば，矢部駿授が呼ばれた

閥束縛遁盆地，及ひ潔木氏原因による過去の海簿併によってとの地方の岩盤の起伏を考へて

見ると，上越の異常を岩盤の起伏の影響と考へ 1fi 6 図

た時の岩盤の般態とはさ伝〈越に主主ってゐる．師

ち地質の方から見ると，霞ヶ浦西浦西方の異常

域附近は岩盤が隆起し，牛久沼の附近は前とは

逆に岩盤が落ち込んでゐる筈である．故に岩盤

の透磁率が一様で，上暦の堆積物質は異常地域
ぺぷぷN

形成に無関係とするたらぽ，霞ヶ浦西浦西方に於ける垂直分力の分布は周闇より大きた値を

叉牛久沼附近の分布は周囲より小さた債を持た怠ければ友らたい．とれは事賓とは全く反封

である．故に上居の堆積物質が磁無に関係すると考へたければたら主主い．然る時は堆積物質

の透磁基幹は周囲の岩盤のそれより大きいと考へなければたらない・斯くの如〈考へる時に

は，上越の異常分布は勿論との附近一帯の垂直分力の分布飲態を説明する事が出来る．而し

て，霞ヶ浦西浦の西方に於いて岩盤が最も地表近〈隆起し，牛久沼附近に於いては岩盤が最

も地表より遣い所に重うるとして説明する事が出来る．

今正規磁場 34750に滑ふ断面をとり，との断面の崇盤の起伏を垂直分力の分布より想像

して見れば第7園の鈷練の如くたるであらう．但し岩盤の透磁容が堆積物質のそれより小

さいと仮定す〈第諸国（B）参照〉．

(i）鹿島灘沼常にある紳D池附近に小さた異常がある．とれは紳の池の影響であらう．

(j）利梗川以南は再び正規臓場に平行にたり異常が認められたい．

尚孝l片足川以南については千葉鯨の観測報告をたす時に述べる事にする．



業主主磁及ぴ布告岡念地に方をける地主主嫌気書室磁分カの分布に滋帆て 伺

f事 7 間
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ヨえに第 3聞について考察して見ゃう．第3間は前にも述べた如く侃怖磁場を表はすものでるる．

とれを金健から観察すれば，海岸線に滑ふ附近は援鈍される値が小さく，陸地内に入り込むに従っ

て負の方向に援制，される値が大きくなってゐる．而して，大趨筑波F付近，大子附近治喫常の中心と
たってゐる・叉との闘を見ると，川畑幸夫氏の報告の“偏差計の観測より求めたる関東地方。重

力の異常”刊に於ける茨城牒地方の重力の異常分布と酷弧してゐる．と Lでは只酷弧してゐると云

ふ事だけしか云ひ得ない．

部分的の異常地域の設明は第 2聞に就いて述べたものと殆んE同一である．只第 2固では少

しもあらはれてゐたかった筑波1J1附近巳との附近の中心ともたるべ怠異常が第 3固に見られる．

とれは勿論筑波山の影響であらう・他は大憧第 2園の場合と同じであるから重複を省く．

§7. 柿岡盆地！こ虫色ける垂直分力の分布

主在者は，昭和 12年6月より 8月まで及び 11月に柿岡盆地及び僻也の南にある連轟を閑居山よ

り筑波山を経て酒寄まで時停ひに視測して見九

盆地は6月から8月までに，山地はll月に観測した．

柿岡附近は，前速の茨城県需の観測結果にもある如く，垂直分力の傾度の最小の場所に嘗ってゐる・

茨域鯨金健を観測した時には，との附近の観測監は柿岡ーケ所のみであったのでるったが，との盆

地のみの視測では，約 1粁毎に観測踏を設け， 156ケ所の翻測駄について，視測器械も前同様の

Local va.riometerを用ひ，観測法も全く同様にして観測した．親測した範囲は第 8固に於いて斜

線を引いた都分である．

§8.鄭測結果

第8厨に示す斜線の都分に就いて 156ケ所の観測結を設けて観測した結果，第9固に示す如！



10 決娘綜Jl.ぴ4市岡盆t也に於ける地球磁叙霊法分カの分布に就いて

垂直磁場の結果を得た．第9困は第3表第三例の質測値を地聞に記入して等磁力繰を引いたもので

るる．

叉柿岡盆地で地質調査の行はれてゐる部分のみをとり出して垂直分力と地質との関係の一部分を

示す積りで第四聞を盛いて見九

t事 8 関



災然厳及び精l開盆地に於ける地球磁紙袋耳Z分カの分布に就いで ・7i

偏情磁場も出して見たが，狭少な範囲の震に，観測したま Lの値で等磁力織を引いた所の第9悶

と殆んE磁場の形が饗らたい震と Lには脅かたかった．

§ 9.考察

(a）第9聞に示す観測結果と，前述の第2聞に示した観測結果とを合はせて見ると判る如く，茨

音院 s ヨ長

現有害音羽銭虫占 柿侃閃か傍らの 3を測イ直 現番測鋭勘 ｜｜；締傷聞か傍らの 1変ilQl他 淑司書測思812占 柿鏑閃か傍らの 質調低
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官事 9 回
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披鯨の中で最も垂直分力の傾度の小さい地方である柿岡附近も，綿密に観測すれば第9固に

示す如〈複雑注ものとなる．以上二つの額測結果から見ても，地球上に於ける磁場分布が如

何K複雑怯を持つもので岳るかといふ事を知る事が出来ゃう・

(b）北の方は主に平地の観測のみを注して山地の観測をしたかったから，山地がどの様な分布を

もってゐるかは判らたい・然し，難裏山の山麓附近の硯測値から見て，難盛山は大．きた値を
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叉，後にも越べるが，山の北面主南面を比較すると北面の値は甫商の値より小さい事が認

められる．

(c）難韮山と吾園山との聞の地形的に谷をたしてゐる附近に小さい値の所が見られる．とれは

(b）で述べた難韮山の略ミ北面に位置する所である．

とれば，との異常のみを考へるより，難産山からとの谷の附近までに分布してゐる垂直分

力の分布献態を考へた方がよい．何故ならば，と hの垂直分力の分布を見ると，断居地帯の

垂直分力の分布蹴態及び断居の形を理想佑しτ，計算によっτ出した垂直分力の分布扶態｛”

と一致してゐる．柿間金地に於いて地質調査の結果，断居と確認せられてゐる所は，朝目l持

及び不動峠の断居である．

今，難基山と吾園山との聞に分布してゐる垂直磁場の磁銀子午裁の方向の断面 AB（第2

回参照〉，朝日峠の断層を切断すべき磁無子午線の方向の断面 CD（第2回参照〉，及び計算

によるものを考へ，とれ等を夫々第 11回の（A),(B), (C）としで比較しで見ゃう．但し，計

算によって出したものは透磁事 μは断層地質の雨者を遁じて等しいものとす・備，計算に

よるものとして盛いた第 11聞の（C）は定丑的のものではたい．偏角，水平分力の観測を

たさなければ定量的に計算する事は出来ないからと Lに一寸ととわって会く．

第11囲の各国を比較して見ると，（A）に示した分布般態拡断層と推定される・又一方，柿

岡釦也の成因としての地貿易保協舎の調査報文によれば，柿岡釦也は地盤の陥落によって生じ
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たものらしし放射欲断層により多くの谷 官事 11 図

に分たれてゐるとある例．とれからも難華

山と吾園山の聞に断層があると推定しても

無理ではあるまい．

(d）瓦谷の附近に大き注異常がある．然し，異

常の中心とたってゐる雄K見られる観測動

ーケ所のみが周囲の他よりも殊に大きく叉

との附近には他の観測臨がないから，との い｝内の伊~
観測脳のみが特別に大きいのかも知れた

い． 。
(e）柿岡と湯袋峠の聞にも異常が見られる．と -50 

れは山骨地方の観測が1J.い震に，山地は鮎

線で想像して脅いて沿いたとの附涯に レ何？？ル

は，斑欣黒雲．母·~t.崩砦（PorphyriticBiotite 

Granite）が露出してをり，且つローム

(Loo.xn）に蔽はれて柿岡附近，或ひは盆地
(C) 

金値にひろがってゐるらしい．叉との渡欧

黒盤偲・花向岩は風返峠の附近にも露出し，

湯袋峠と風返峠の聞を中詮でウラル右旋稿

岩 (U1・aliteGabbro）の岩塊より放る岩府

(Detrit田）によって中断されてゐるか叉は

蔽はれてゐる．兎に角とれ帯岩石上の垂直

分力の他を比較して見るじ岩屑上の健が雨端の斑献黒雲母花尚岩上の値より大きい他を持

ってゐる．との事は岩屑の透磁率か噴日除黒蜜母花尚岩のそれ主り大きい事を置するものであ

る．透磁寧の典る二つの物値上の垂直分力の分布献態を理論的に出して見ると，第四回の

(B）に示す如くたる向同国（A）は，第9固に於いて，断面 EFを表はすものである．

｛町岩屑の源をたしてゐるものはウラル石斑寵岩である．治屑上での垂直分カの値が周囲の値よ

り大＠＇い ・といふ事は前越の通りである．叉その絶封値も基増鮎の値より大きい．撚るにウラ

Jレ石誕帯治上での値は一般に小さく，基増酷のfJfJ.より小さな値を持ってゐる．特にウラル石

斑掴岩の凝結に際し，分佑作用の結果出来たと思はれる撤揖石斑稿岩（OlivineGabbro）の
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は，筑波山の女値飼の方に露出してゐ

るが，との岩上での観測酷五，六ケ所 J
はすべて非常に小さい他をもってゐ

た．中には補助の磁石を要した箇所も 。
あり，すぐ近くでもその値が 200γ～

300γ 位の相異のある所は少くなかっ－so

た．

叉，逆に矢張りウラJレ石斑稿岩の鑓

賀と見られてゐる紫葺輝石斑種岩

(Norite）＜りの上に於ける観測は，只ー

ケ所にすぎたかったが，との甑測賦で

は非常に大きた値をもってをり，周囲

の他より 600γ位多かった．然し只ー

ケ所しかたい震にはっきりした事は官

ひ難い．叉との翻測酷の倣が紫蘇輝石

震回冨岩によるものか，叉はスペサJレト

舞E 12 

(A) 

veruco.J r1・ld

μ〉」s,. (B) 

ノ＼～

f4 CP 

持

関

50 

。

・so

－ド＜~

一v
片4・°＇

岩（Spe関artite）によるものかは，はっきりしたい．スペサJレト岩はウラル石蕗稽岩より後

期に噴出したものらしく，筑波山の男僅詞に露出して居るω．

(g）不動峠の東北龍の谷に滑ふて小さな値をもっ異常がるる．叉，閑居山の附近の山地に値の大

きた異常がある．とれは §9の (b）でも述べた様に山の北面と甫面とで値を異にし，北面

での値は甫面の他より小さい1i＂を示してゐる．
叉，富士山の北半と甫牛とを比殴しても，北宇の値ば甫傘の値より小さい．とれ等の質験

的研究は筆者はやらたかったが，畠山久尚氏が講された質験結果。を用ふれば，量的には説

明出来ないがf駒':Jtt:上の砲訓j結果を段明する事が出来る．

然るに，髄紳山の場合は上の二，三の例とは逝で，北傘の値が甫宇のf直より大きいのが認

められる．とれは一見，上に考へたものと異る様に思はれるが，龍紳山を構成する岩石自身

か噌撤してゐて，磁佑の方向が生也球磁場の方向と逆にたってゐるとして設明ずる事が出来る．

(h）地形が地球磁力の垂直分力に及ぽす影響に就いては， J.Konigsbergerの質験夢枕(.8)があ

る．それに依ると， E を帯磁寧， Zを共鹿の垂直分力の大さとする時，普通の形の山で，山

頂と山麓との垂直分力の遮ひ "AZは，
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AZ=lOKZ 

で表はされる．との式で難謹山附抵の岩石の帯磁牢の程度を調ペて見ると大恒次の如く主主

る．

K=O・0004

又，富士山について帯磁事を求めて見ると，

K=O心002

閑居山附近について求めて見ると，

K=O・0003

となった．

故に，柿岡盆地，及び盆地を取り囲んでゐる山地の岩石の帯磁寧は，大館0・0008位の程度

である事がわかる．との値は畠山氏が出された所の，との地方の岩石の帯磁率と同じでる

る．

備，その附近の岩石を採集してその岩右の磁化の強さを測定すれば，頁に碗質友事が去は

れるのであるが，とれを鴬さなかったから計算だけにとどめる．

(i) 朝日峠附近の分布は表面地形の影響もあるが，前にも遮ペた如く断居によるものでるらう．

叉，髄紳山と閑居山との聞の谷に滑ふても断層地帯に似た分布を示してゐる．と Lも断層

かも知れない．

(j）閑居山の附近に露出してゐるペグマダイト（P昭ma.tito）と，筑波山の酉麓に露出してゐるペ

グマダイトについて，各々三ケ所程硯測して見た．その結果関居山附近のペグマダイトでは，

本岩石上では非常に小さた他をもち，周囲では普通の値であるのに反して，筑波山西館に於

けるペグマダイトで・i丸本岩石上で犬きた値をもち，周囲では普遍の値をとってゐるのが規

制された．此の現象に就いては，後日詳論する考である．

§10.結論

昭和 12年 8月より 10月にわたって茨城蘇の垂直分力を Localvariometerで観測して見た．

叉，周年6月より 8月まで及び11月に，柿岡盆地の鉛直分力を上と同じ器械で観測した．とれ等の

硯測による主た結果をさえに列事しで見ゃう．

(a）大子附涯に那須火山の影響らしい異常が認められる．

(b) 目立附涯に大きた異常があるが，とれが果して目立鍍山の影響か又は電車の影響かははっき

りしない．

(c）那珂川の中疏瓜連附近にも異常が認められ，との附近の岩盤の起伏を垂直分力の分布から想
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像して見れば第4困の描線の如く1.tる，但し，岩盤の透磁準は一定で，土居の増額物質は異

常竣形成に関係し友いものとす．

(d）星川附近の垂直分力の分布は星川に滑ふてをれ正規磁場と殆んど直角で，異常の甚はだし

い所でるる．

(e）正規磁場.. 3521}0附近より 34800附近までの聞には異常の大きいものは認められ十，大値正

規磁場に平行で、ある．

(f）柿岡附近は，垂直分力の傾度の最小の位置である．

(g）古河附近の異常は電車の影響であらう．

（耐震ケ浦西浦の西方及び牛久沼附近IC大きな異常がある．との附近の上居の堆積物質は岩盤の

遺磁率より大きいらしく思はれる．

(i）鹿島灘沿岸の紳の池附近に異常がるる．

(j）利根川以甫は再び正規磁場に平行になってゐる．

(k）儒椅磁場を求めて見九とれによると，茨境締金慢で偏侍されてゐる債は 400γ 位で，異常

の小さい所である．

(I) 偏傍磁場は筑波附近，大子附近が中，むを友してゐる．

(m）偏情磁場の形が重力儒怖の形に酷似してゐる．

(n）柿岡盆地の硯測結果と茨城臓の磁調ij結果とを比較して見ると，地球磁場の複雑性の一端を知

る事が出来る．

(o）難韮山，富士山，閑居山等の分布放態を見ると，山の北面と南面とでは値治喫り，北面の値

は南面の値より小さい．とれに反して龍紳山は山の北面の値が南面の値より大きい．

(p）柿岡盆地の岩石の帯磁率の程度は 0・0003位でるる．

(q）難韮山と吾岡山との聞及び昔師申山と閑居山との間等を垂直分力の分布から考へて見ると，と

れ等は断居によるものらしく思はれる．

(r）瓦谷の附近に大きた異常がるる．

(s）筑波山東麓の垂直分力の分布扶態から考へるわ岩屑の透磁寧は斑飲黒雲母花筒岩のそれよ

り大きい．

(t）岩屑の源をたしてゐる所のウラル石斑稽岩の上の規制備は皆小さい値であった．撤鏡石斑軍

岩上では特に小さい値をもってをわとの附近ではすぐ近くでも 200γ～・300γ 位の相異の

るる所は珍らしくたかった

とれに反し，スペサJレト岩或ひは紫藤崎拓斑穣岩上では大きた佐が観測された．
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(u）朝日峠附近の磁場分布は断腸によるものであらう．

(v）閑居山附近のペグマダイト及び筑波山西麓のペグマダイトについて硯測した結果，圭〈反封

の結果を得た．

怒りに臨み，此の磁無測量に闘する計量と機舎とを奥へられた岡問中央集象韮長及び青島始御懇篤

なる御指導を下さった今道所長に厚〈感謝申し上げます．文観測に嘗って，種々御骨折り下さった

所員の皆様に感謝設します．

審理， 3t ・t
(1）水路部報告： 1fS8 ~き買 94, 95. 

(2）蔵本治議：関東の地質買s1,m, 2ss. 

(8）気象集能：鯵 2 緑虫駆 8~善策 5銭頁 1必・157.

(4) Gerlnnds Bei凶伊zurGeopbysik B. 49 8. 129. 

(5）気象集能：修 2興鯵15~－ 10貌．
(6) Zeitacbrift fiir Geopbyslk 2. Jnhrg. S. 1-ll. 1926. 

('i）筑波地質俊明魯：〈商工省地質問釜所〉．

(8) J. Konigsb釘ger: 'Ober die Einfiues von Gel&ndeunebenhel句nauf des erdm唱neもiecben

Vertikalfelde. Gerlnnde Beitr証.gezur G9spbyslk, Bd. XX, S. 298. 


